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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第109期

中間連結会計期間
第110期

中間連結会計期間
第109期

会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2024年４月１日
至 2025年３月31日

売上高 (百万円) 98,239 95,754 221,885

経常利益 (百万円) 9,153 10,955 23,434

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(百万円) 5,987 7,290 19,895

中間包括利益又は包括利益 (百万円) 4,481 10,312 22,075

純資産額 (百万円) 215,583 236,686 229,601

総資産額 (百万円) 275,396 293,668 293,900

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 110.44 134.64 366.88

潜在株式調整後
１株当たり中間(当期)純利益

(円) 110.39 134.59 366.71

自己資本比率 (％) 77.2 79.5 77.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 10,543 12,243 22,754

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △708 △8,276 △11,525

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,909 △3,358 △7,643

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 37,818 34,961 34,435
 

(注) 当社は中間連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していない。

 

２ 【事業の内容】

　　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はない。また、主要な関係会社に異動はない。

 

EDINET提出書類

株式会社中電工(E00073)

半期報告書

 2/22



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断し

たものである。

　

(1)財政状態及び経営成績の状況

当中間会計期間の事業環境は、製造業の設備投資や都市部の再開発などが堅調に推移したものの、エネルギー価格

や原材料価格の高止まりに加え、労働者不足が続く状況にあった。

こうした中、当社グループは、「中期経営計画2027（2025～2027年度）」に基づき、営業力・施工力の一層の強化

や生産性向上などの諸施策を進めている。

この結果、当中間会計期間の連結業績は次のとおりとなった。

売上高は、配電線工事や送変電地中線工事が増加したものの、屋内電気工事や空調管工事、情報通信工事が減少し

たことなどにより、前年同期に比べ減収となった。

営業利益は、原価管理の徹底や施工の効率化、全社的なコスト低減の一層の推進などにより、前年同期に比べ増益

となった。

経常利益および親会社株主に帰属する中間純利益は、営業利益の増加などにより、前年同期に比べ増益となった。

 

 [連結業績］

（単位：百万円、％）

区　　　　分
前年同期

(2024.４.１～
2024.９.30)

当中間期
(2025.４.１～
2025.９.30)

増減額 増減率

売 　　　　　　上 　　　　　　高 98,239 95,754 △2,485 △2.5

営 　　　業 　　　利 　　　益 8,176 10,582 2,405 29.4

経 　　　常 　　　利 　　　益 9,153 10,955 1,802 19.7

親会社株主に帰属する中間純利益 5,987 7,290 1,302 21.8
 

 
 [個別業績]

（単位：百万円、％）

区　　　　分
前年同期

(2024.４.１～
2024.９.30)

当中間期
(2025.４.１～
2025.９.30)

増減額 増減率

売 　　　　　　上 　　　　　　高 79,503 76,098 △3,404 △4.3

営 　　　業 　　　利 　　　益 7,760 9,996 2,235 28.8

経 　　　常 　　　利 　　　益 9,246 11,400 2,153 23.3

中　　　間　　　純　　　利　　　益 6,423 8,100 1,677 26.1
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（設備工事業）

当社グループの主たる事業である設備工事業は、売上高は852億１千４百万円(前年同期比2.2％減)、セグメント

利益（営業利益）は104億２千７百万円(前年同期比33.6％増)となった。

 

（その他の事業）

その他の事業は、売上高は105億３千９百万円(前年同期比5.3％減)、セグメント利益（営業利益）は２億２千６

百万円(前年同期比45.0％減)となった。

 
　総資産は2,936億６千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億３千１百万円の減少となった。これは、受

取手形・完成工事未収入金等の減少156億８千３百万円、有価証券の増加32億７千６百万円、未成工事支出金の増

加33億２千９百万円、投資その他の資産の増加56億７千３百万円などによるものである。

　負債は569億８千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ73億１千６百万円の減少となった。これは、支払手

形・工事未払金等の減少100億４千６百万円、未払法人税等の増加30億２千４百万円などによるものである。

純資産は2,366億８千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ70億８千４百万円の増加となった。これは、利

益剰余金の増加40億４千２百万円、その他有価証券評価差額金の増加35億４千万円などによるものである。

 
(2)キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、投資活動及び財務活動により資金

を使用したが、営業活動による資金の獲得により、前連結会計年度末に比べ５億２千５百万円増加し、349億６千

１百万円となった。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間では、営業活動によって122億４千３百万円の資金を獲得した(前年同期は105億４千３百

万円の資金の獲得)。

これは主に、税金等調整前中間純利益109億９千２百万円、売上債権の減少額156億５千３百万円、未成工事受

入金の増加額20億６千７百万円などの資金増加要因が、未成工事支出金の増加額33億２千９百万円、仕入債務の

減少額100億３千７百万円などの資金減少要因を上回ったことによるものである。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間では、投資活動によって82億７千６百万円の資金を使用した(前年同期は７億８百万円の

資金の使用)。

これは主に、投資有価証券の売却及び償還により36億４千４百万円などの収入があったが、有形固定資産の取

得により21億８千２百万円、投資有価証券の取得により14億８千５百万円、貸付けにより79億４千２百万円など

の支出があったことによるものである。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間では、財務活動によって33億５千８百万円の資金を使用した(前年同期は29億９百万円の

資金の使用)。

これは主に、配当金の支払いにより32億４千８百万円などの支出があったことによるものである。

 

(3)経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等に重要な変更及び新たに定めた方針・戦略

はない。
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(4)優先的に対処すべき課題

当中間連結会計期間において、当社グループの優先的に対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はな

い。

 
(5)研究開発活動

当中間連結会計期間における研究開発費は、９千９百万円である。

なお、当中間連結会計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 
(6)経営成績に重要な影響を与える要因

当社グループの事業に関して、経営成績等に重要な影響を及ぼす可能性があると考えられるリスクには、以下の

ようなものがあり、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避及び発生した場合に適切かつ迅速な

対応に努めていく。

また、ここで抽出したリスク以外にも「取引先の信用に関するリスク」、「保有有価証券の時価下落に関するリ

スク」等があり、これらについても経済情勢や市場動向を注視しながら早期情報収集を行い、的確な対応に努めて

いく。

① 人材確保・育成に関するリスク

② 受注環境の変化に関するリスク

③ 法令・コンプライアンス違反に関するリスク

④ 品質不良に関するリスク

⑤ 労働災害・交通事故に関するリスク

⑥ 工事原価の増大に関するリスク

⑦ Ｍ＆Ａ・出資参画事業に関するリスク

⑧ 情報セキュリティに関するリスク

⑨ 自然災害等に関するリスク

⑩ 気候変動課題への対応に関するリスク

 
(7)資本の財源及び資金の流動性に関する分析

資金の状況については、「第２　事業の状況　２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの

状況の分析　(2)キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりである。

当社グループの運転資金及び設備投資資金などの資金需要については、自己資金を充当することを基本としてい

る。

　

３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はない。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

 (1)【株式の総数等】

 ① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 260,000,000

計 260,000,000
 

 

 ② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年11月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 58,138,117 58,138,117
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株である。

計 58,138,117 58,138,117 ― ―
 

 

(2)【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　　　該当事項なし

 

 ② 【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項なし

　　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2025年４月１日～
2025年９月30日

─ 58,138,117 ─ 3,481 ─ 25
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(5)【大株主の状況】

2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式(自己株式を除
く。)の総数に対する所有
株式数の割合(％)

中国電力株式会社 広島市中区小町４－33 21,892,259 40.41

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８番１号　赤
坂インターシティＡＩＲ

4,450,300 8.21

中電工従業員株式投資会
広島市中区小網町６番12号　中電工
平和大通りビル

1,680,843 3.10

株式会社中国銀行 岡山市北区丸の内１丁目15－20 1,398,619 2.58

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－12 1,270,900 2.34

株式会社もみじ銀行 広島市中区胡町１番24号 1,172,900 2.16

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１－１ 1,129,465 2.08

株式会社広島銀行 広島市中区紙屋町１丁目３－８ 1,036,180 1.91

株式会社山口銀行 下関市竹崎町４丁目２－36 700,279 1.29

株式会社山陰合同銀行 松江市魚町10 656,481 1.21

計 ─ 35,388,226 65.33
 

 

(6)【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2025年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 3,974,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 54,079,600
 

540,796 ―

単元未満株式 普通株式 84,517
 

― 　１単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 58,138,117 ― ―

総株主の議決権 ― 540,796 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(自己株式等)」は、全て当社所有の自己株式である。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式24株が含まれている。

 

② 【自己株式等】

2025年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　(自己保有株式)
　株式会社中電工

広島市中区小網町６番12号 3,974,000 ― 3,974,000 6.83

計 ― 3,974,000 ― 3,974,000 6.83
 

 

EDINET提出書類

株式会社中電工(E00073)

半期報告書

 7/22



 

２ 【役員の状況】

    該当事項なし

 

EDINET提出書類

株式会社中電工(E00073)

半期報告書

 8/22



第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(1976年大蔵省令第28号。以

下「連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(1949年建設省令第14号)に準じて記載

している。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成している。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2025年４月１日から2025年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる期中レビューを受けている。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 27,744 28,374

  受取手形・完成工事未収入金等 71,282 55,598

  有価証券 14,593 17,869

  未成工事支出金 8,383 11,713

  材料貯蔵品 1,588 1,682

  商品及び製品 2,482 2,871

  その他 3,690 5,581

  貸倒引当金 △40 △28

  流動資産合計 129,723 123,663

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物（純額） 16,236 15,827

   土地 17,116 17,115

   その他（純額） 7,228 8,175

   有形固定資産合計 40,581 41,118

  無形固定資産   

   のれん 1,505 1,182

   その他 4,389 4,331

   無形固定資産合計 5,895 5,513

  投資その他の資産   

   投資有価証券 102,681 101,609

   退職給付に係る資産 3,739 4,274

   その他 11,374 17,593

   貸倒引当金 △94 △102

   投資その他の資産合計 117,700 123,373

  固定資産合計 164,176 170,005

 資産合計 293,900 293,668
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 36,283 26,236

  未払法人税等 980 4,005

  未成工事受入金 6,418 8,480

  完成工事補償引当金 54 49

  工事損失引当金 48 22

  役員賞与引当金 81 －

  その他 6,828 4,172

  流動負債合計 50,696 42,966

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 271 180

  退職給付に係る負債 9,307 9,714

  その他 4,023 4,120

  固定負債合計 13,602 14,015

 負債合計 64,298 56,982

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,481 3,481

  資本剰余金 623 640

  利益剰余金 211,618 215,660

  自己株式 △8,803 △8,743

  株主資本合計 206,920 211,039

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 13,528 17,069

  為替換算調整勘定 577 65

  退職給付に係る調整累計額 5,497 5,298

  その他の包括利益累計額合計 19,603 22,432

 新株予約権 49 25

 非支配株主持分 3,028 3,188

 純資産合計 229,601 236,686

負債純資産合計 293,900 293,668
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

売上高 98,239 95,754

売上原価 82,021 76,630

売上総利益 16,217 19,124

販売費及び一般管理費 ※1  8,041 ※1  8,541

営業利益 8,176 10,582

営業外収益   

 受取利息 174 266

 受取配当金 404 451

 その他 447 383

 営業外収益合計 1,025 1,102

営業外費用   

 持分法による投資損失 30 682

 その他 18 47

 営業外費用合計 48 729

経常利益 9,153 10,955

特別利益   

 固定資産処分益 3 12

 投資有価証券売却益 16 47

 特別利益合計 20 60

特別損失   

 固定資産処分損 91 13

 投資有価証券売却損 11 9

 投資有価証券評価損 4 －

 特別損失合計 107 22

税金等調整前中間純利益 9,065 10,992

法人税等 3,053 3,644

中間純利益 6,012 7,347

非支配株主に帰属する中間純利益 24 56

親会社株主に帰属する中間純利益 5,987 7,290
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

中間純利益 6,012 7,347

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,806 3,676

 為替換算調整勘定 298 △196

 退職給付に係る調整額 △132 △199

 持分法適用会社に対する持分相当額 109 △316

 その他の包括利益合計 △1,530 2,964

中間包括利益 4,481 10,312

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 4,425 10,119

 非支配株主に係る中間包括利益 56 192
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 9,065 10,992

 減価償却費 1,661 1,803

 のれん償却額 323 323

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △17 △4

 退職給付に係る資産及び負債の増減額 △200 △419

 その他の引当金の増減額（△は減少） △139 △202

 受取利息及び受取配当金 △578 △718

 持分法による投資損益（△は益） 30 682

 投資有価証券売却損益（△は益） △5 △38

 投資有価証券評価損益（△は益） 4 －

 固定資産処分損益（△は益） 82 △24

 売上債権の増減額（△は増加） 14,035 15,653

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △3,617 △3,329

 仕入債務の増減額（△は減少） △5,509 △10,037

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,291 2,067

 その他 △3,325 △4,780

 小計 13,102 11,966

 利息及び配当金の受取額 630 693

 利息の支払額 △0 －

 法人税等の支払額 △3,190 △416

 営業活動によるキャッシュ・フロー 10,543 12,243

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △6 △206

 定期預金の払戻による収入 45 102

 有形固定資産の取得による支出 △2,666 △2,182

 有形固定資産の売却による収入 17 54

 投資有価証券の取得による支出 △157 △1,485

 投資有価証券の売却及び償還による収入 2,372 3,644

 貸付けによる支出 △3 △7,942

 貸付金の回収による収入 3 3

 その他 △314 △264

 投資活動によるキャッシュ・フロー △708 △8,276

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 リース債務の返済による支出 △61 △76

 自己株式の取得による支出 △1 △0

 自己株式の売却による収入 0 0

 配当金の支払額 △2,818 △3,248

 非支配株主への配当金の支払額 △28 △32

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,909 △3,358

現金及び現金同等物に係る換算差額 275 △82

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,200 525

現金及び現金同等物の期首残高 29,845 34,435

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 771 －

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  37,818 ※1  34,961
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【注記事項】

(中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。

 
(中間連結貸借対照表関係)

　 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
 

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

受取手形裏書譲渡高 8百万円 0百万円
 

 

(中間連結損益計算書関係)

 ※１ このうち主要な費目及び金額は、次のとおりである。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

従業員給料手当 3,779百万円 3,967百万円

退職給付費用 227  217 

役員退職慰労引当金繰入額 24  21 
 

　

EDINET提出書類

株式会社中電工(E00073)

半期報告書

15/22



 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

現金預金勘定 25,061百万円 28,374百万円

有価証券勘定 20,217 17,869 

 小計 45,279 46,244 

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,243 △1,413 

償還期限が３か月を超える債券等 △6,217 △9,869 

現金及び現金同等物 37,818 34,961 
 

 

(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月25日
定時株主総会

普通株式 2,818 52 2024年３月31日 2024年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月31日
取締役会

普通株式 3,253 60 2024年９月30日 2024年11月29日 利益剰余金
 

 

当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月25日
定時株主総会

普通株式 3,248 60 2025年３月31日 2025年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年10月31日
取締役会

普通株式 3,520 65 2025年９月30日 2025年11月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結損益
計算書計上額
(注)３設備工事業

売上高      

屋内電気工事 42,506 － 42,506 － 42,506

空調管工事 17,528 － 17,528 － 17,528

情報通信工事 5,509 － 5,509 － 5,509

配電線工事 14,138 － 14,138 － 14,138

送変電地中線工事 3,273 － 3,273 － 3,273

その他 4,148 11,129 15,277 － 15,277

顧客との契約から生じる収益 87,104 11,129 98,234 － 98,234

その他の収益 － 5 5 － 5

外部顧客への売上高 87,104 11,134 98,239 － 98,239

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2 869 871 △871 －

計 87,107 12,004 99,111 △871 98,239

セグメント利益 7,805 411 8,217 △40 8,176
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気機器・工事材料の販売、

工事材料の製造・販売及び保険代理・賃貸等を含んでいる。

２．セグメント利益の調整額△40百万円は、セグメント間取引消去である。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至　2025年９月30日)

 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結損益
計算書計上額
(注)３設備工事業

売上高      

屋内電気工事 42,128 － 42,128 － 42,128

空調管工事 15,510 － 15,510 － 15,510

情報通信工事 3,721 － 3,721 － 3,721

配電線工事 15,143 － 15,143 － 15,143

送変電地中線工事 3,816 － 3,816 － 3,816

その他 4,891 10,532 15,423 － 15,423

顧客との契約から生じる収益 85,211 10,532 95,743 － 95,743

その他の収益 3 7 10 － 10

外部顧客への売上高 85,214 10,539 95,754 － 95,754

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2 937 940 △940 －

計 85,216 11,477 96,694 △940 95,754

セグメント利益 10,427 226 10,654 △71 10,582
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気機器・工事材料の販売、

工事材料の製造・販売及び保険代理・賃貸等を含んでいる。

２．セグメント利益の調整額△71百万円は、セグメント間取引消去である。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 
(金融商品関係)

　金融商品の中間連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はない。

 
(有価証券関係)

　 有価証券の中間連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はない。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載している。
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(１株当たり情報)

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとお

りである。　

  
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

(1)１株当たり中間純利益 (円) 110.44 134.64

(算定上の基礎)    

親会社株主に帰属する中間純利益 (百万円) 5,987 7,290

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益

(百万円) 5,987 7,290

普通株式の期中平均株式数 (千株) 54,217 54,151

(2)潜在株式調整後１株当たり中間純利益 (円) 110.39 134.59

(算定上の基礎)    

親会社株主に帰属する
中間純利益調整額

(百万円) － －

普通株式増加数 (千株) 26 17

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会
計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 

２ 【その他】

中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりである。

(1)決議年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年10月31日

(2)中間配当金総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3,520百万円

(3)１株当たりの額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65円

(4)支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　　2025年11月28日

 (注)2025年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、支払いを行う。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2025年11月７日

株 式 会 社  中  電  工

 取 締 役 会   御 中

 

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ

　　　　　広　島　事　務　所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 吉　田　　秀　敏  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 平 岡   康 治  

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社中電工

の2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社中電工及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レ

ビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中

間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注)１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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